
 

 

 

 

 

記入例＜様式１-１＞ 

日本メイスン財団奨学金申請書 

第１種奨学金 

 

私は、貴財団の奨学金（第１種）を、下記のとおり申請します。 

ふりがな にほん めいすん  

男・女 生年月日 

(西暦) 

2006 年 

5 月 1 日生 氏 名 日本 メイスン 
ふりがな とうきょうとみなとくしばこうえん 

住所 
（書類送付先） 

〒105-0011 

東京都港区芝公園 2-4-1 
ふりがな とうきょうとちよだく 

住民票記載の住所 
（都道府県・市区町村 

まで記載） 

（上記と同じ場合は記載不要） 

東京都千代田区 

連絡先電話番号 03-3431-0089                    （必須） 

メールアドレス charity@masonicfoundation.or.jp               （必須） 
（養護施設出身者の場合） 

施設名 
（里親家庭は、里親と記載） 

電話番号 

 

（  ）   -     

ふりがな にほんめいすんこうこう （進学予定の年月） 

   2025 年 ４月 在学中の高校 
 

日本メイスン高校 

高校卒業後の 

志望大学 
（短期大学・専門学校を除く） 

第１志望：日本メイスン大学    法学部      法律学科 

第 2 志望： あいうえお大学    法学部        学科 

第 3 志望： かきくけこ大学     学部        学科 
必ず第 3 志望まで記載すること  学部・学科等は任意記入 

奨学金採用決定後の志望大学は変更不可 志望校 3 校は異なる大学とする 

添付書類 

① 就学が困難な事情書 A（申請者本人が作成したもの、A4 用紙使用、様式は自

由。） 

② 就学が困難な事情書 B（申請者が入居している施設の施設長、施設責任者、里

親、親等（以下施設長等）が作成したもの、A4 用紙使用、様式は自由。） 

これを提出できない場合は、提出できない事情を説明したもの。 

③ 年間収支計画書（様式１－２） 

④ 両親の課税証明書（または、課税がないことの証明書） 

提出できない場合は、提出できない事情を施設長等または申請者本人が 

説明した書類。A4 用紙使用、様式は自由。 

⑤ 資産等申告書（様式１-３） 

⑥ 小論文（1600 字程度） 

志望先の大学を選択した動機・大学で学びたい事項・卒業後の進路・将来の人 

生設計などについて記述したもの（A4 サイズ原稿用紙を横書きで使用し、申請

者本人が自筆で作成したもの。パソコン等の印刷は不可。ボールペンで記入す

る。鉛筆書き不可。） 

⑦ 在学中の高校等の前学年迄の成績証明書（通知表は不可） 

（既に卒業している者は最終学歴での成績証明書） 

 

写真 

30x24mm～ 

45x35mm 程度 

ウラに名前記入 

 



記入例＜様式１-２＞ 

年間収支計画書 
奨学金（給付型）にはメイスン財団奨学金は含めないで記入 

複数の団体から、受給を予定する場合は複数行に記載し、備考に奨学金名を記載 

奨学金の受給が確定していない場合は、備考に申請中や、申請予定等状況を記載 

他の団体へ奨学金等の申し込みを予定していない場合は、年額と月額に 0 円と記載 

収入 

項 目 年 額 月額 備考 

アルバイト 360,000 円 30,000 円  

奨学金（給付型） 

 

 

300,000 円 

300,000 円 

100,000 円 

25,000 円 

25,000 円 

- 

●▲財団へ申請中 

★★財団へ申請予定 

初年度 1 年のみ◆◆奨学金給付決定 

メイスン財団奨学金 

（給付型） 

    

日本学生支援機構奨学

金（貸与型） 

480,000 円 40,000 円 無利子。申請中 

奨学金（貸与型） 120,000 円 10,000 円 ★銀行へ申請予定 

 

●◆銀行 120,000 円 10,000 円 有利子。申請中 

小計① 1,780,000 円   

支出 

学費 

（入学金等を除く） 

800,000 円  
 

住居費 
(実家等から通学予定の場

合、奨学金申請者が負担する

分があればその金額を記載) 

600,000 円 50,000 円 

 

水道光熱費 
(実家等から通学予定の場

合、奨学金申請者が負担する

分があればその金額を記載) 

120,000 円 10,000 円 

 

通信費 84,000 円 7,000 円 
 

食費 

 

360,000 円 30,000 円 
 

交際費等 120,000 円 10,000 円 
 

   
 

小計② 2,084,000 円  
 

年間不足額 

（① -②） 

 

 

－304,000 円  

 

年間不足額を補てんするための方法 

・奨学金（貸与型）を●▲財団へ申請する。 

・奨学金（給付型）を★▲財団へ申請する。 



 

 

 

 

 

記入例＜様式１-３＞ 

資産等申告書 
 

収入 

き

勤労・

事業収

入 

本人 月給(手取り) 0 円 賞与(手取り) 0 円 

父 月給(手取り) 150,000 円 賞与(手取り) 0 円 

母 月給(手取り) 0 円 賞与(手取り) 0 円 

こ

公的 

給付 

本人 □  有 

☑   無 

(公的給付の種類) 

 

 

給付額(月額) 

 

 

円 

両親 □  有 

☑   無 

(公的給付の種類) 

 

 

給付額(月額) 

 

 

円 

資産 

本人 
50 万円以上 □ 有 

の預金        ☑ 無          

不動産 □ 有 

 ☑ 無 

有価証券 □ 有 

 ☑ 無 

（その他の資産） 

 

 

両親 
50 万円以上 □ 有 

の預金 ☑ 無          

不動産 □ 有 

 ☑ 無 

有価証券 □ 有 

 ☑ 無 

（その他の資産） 

 

 

（両親から上記申告に必要な情報を入手できない場合には、その事情） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


